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 外側を向いた平⾯的な箇所以外にも施されたプリントや、着⽤時 T シャツの輪郭か
ら は み 出 す よ う にプリ ン ト さ れ た グ ラ フ ィ ッ ク は 、セデ ィ シ ョナリ ーズ
（SEDITIONARIES）4などのパンクファッションや、オールドスクールなスケートボ
ードブランドのマルチプリント Tシャツ5（図 3）などとの共通点も多く⾒つかる。 
 
 
4 1976 年のロンドンで、ファッションデザイナーのヴィヴィアン・ウエストウッド（Vivienne 
Westwood , 1941 -）と、パンクバンド、セックス・ピストルズなどのマネージャーもつとめたマルコム・



















































 1 つ⽬のパターンはタグ（tag）である。 
 
図 12 タグの図（左右で⾊違い） 
 





 2 つ⽬はスローアップ（throw-up）である。 
 

































ニマス（Anonymous）16や、サパティスタ⺠族解放軍（スペイン語で Ejército Zapatista 



















17 メキシコ、チアパス州において 1994 年、北⽶⾃由貿易協定に対抗する⽬的で農⺠を主体に組織された
ゲリラ組織。のちにメキシコ政府の武⼒鎮圧によって多くの犠牲者を出したことなどから、対話路線へと
転換する。転換後もトレードマークとなっている⽬出し帽や⾚いバンダナを着⽤している。 
18 アメリカを拠点としたイギリス出⾝のラッパー。Zev Love X名義で弟の DJ Subroc を含む 3⼈組
「KMD」として活動を始めるが、アルバムの発売停⽌や弟の交通事故死などを経て、表舞台から姿を消



























19 1993 年に NIGO®により設⽴されたアパレルブランド。正式名称は A BATHING APE IN 
LUKEWARM WATER（ぬるま湯に浸かった猿）である。 
20 1984 年に北村信彦により設⽴されたアパレルブランド。90 年代の裏原宿ブーム以前よりストリート的
感覚をもってデザインされたファッションアイテムを展開してきた。メンズラインを基本とする裏原宿系


















図 18 （⼿前）ぎんなん細⼯ 










































































































第 2 章 ⾃作について（⾃作から考える芸術的価値） 
 
 






























































































































図 32 スタイロフォームに垂直に⽳を開ける道具 
 










































































図 36 丸⽬⿓介 T シャツ作品のバリエーション(C-LINE「Border Badges」使⽤) 
 
 図 36の作品で⽤いたネームシールは、C-LINEの「Border Badges」である。ここで
は Tシャツにのるグラフィックを表現するための素材、モチーフとして⽤いている。 



















































2-2 ⾦網 T シャツ 
 
 




 この作品では通常の T シャツ同様に中に空間があり、着⽤しようと思えばそれも可
能であるが、1 ⼈では困難であり、着⽤することを想定したものではない。 
 この作品も T シャツであれば、⾃ら着⽤することができなくても良いという⾃⾝の





















 ここまで述べてきた作品は、美術的でない素材を⽤いたものであったが、図 45 の作
品は美術的な素材、絵画制作においてポピュラーなキャンバスを⽤いて制作した。 
 描かれているのは、アメリカンコミックス、アニメーション、映画のミュータントタ
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